
新基本計画の指標設定について
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基本構想審議会資料

１．最新のまちづくりの方向性・施策の体系（案）
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２．指標及び目標値設定の経緯と今後のスケジュール
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○第8回基本構想審議会までの審議内容を踏まえ、指標及び目標値について、所管課と調整を実施。
○最新の指標及び目標値について、政策評価委員会にてご意見をいただきたい。【資料6,7】
○本日の審議結果を踏まえ、指標及び目標値の設定について再度所管課との調整を行い、第9回基本構想
審議会で審議を進めていく。



３．新基本計画における指標及び目標値の設定方針

（１）指標及び目標値設定おける基準 （２）留意点

①指標は施策単位で原則として複数抽出する。

②成果指標と活動指標について、それぞれ最
低２つ選定する。

※計画には、原則、成果指標２つを掲載。
ただし、成果指標２つの掲載が難しい場合は、
成果指標１つと活動指標１つを掲載する。

③「区民意識調査」の回答を成果指標に設定
する際は、１つまでとする。

④成果指標は、区で把握でき、施策の取組み
成果が何らかの形で反映されるものを設定す
る。
（指標設定手順〔フロー〕を参照）
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5
「新基本計画における指標および目標値の設定方針」より



（１）区民意識調査回答の代替案の検討

○現在、計画掲載の指標候補として選定されている100指標（50施策）のうち、

区民意識調査を選定しているものは３９指標。
○施策の対象者以外も回答者となりうるものが１３指標。
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（例）
2-①-1 妊娠期からの切れ目のない支援の充実

「妊娠・出産期からきめ細やかな支援がなされ、安心して子どもを産み育てることができる」
と思う区民の割合【％】」

2-②-4 子どもが安心していきいきと過ごせる居場所づくり
「自宅、学校、職場以外に子ども若者の居場所が充実している」
について肯定的な回答をする区民の割合(【％】」

3-①-4 いきいきと生活し続けるための活動への支援
「高齢者や障害者等が、社会参加し、交流しながら、いきいきとした生活を送っている」
と思っている割合

４．指標設定における個別課題について

現状



○区民意識調査は18歳以上の区民5,000人（無作為抽出）に実施するため、
「出産・子育て」・「子ども」・「高齢者」・「障害者」など対象が特定される施策では、
質問内容のチューニングが困難な側面がある。

①施策の対象者が参加する事業やイベントの場において、所管課にて
アンケート調査を実施する。
実施における懸念点

・対象者の人数が区民意識調査より少数となる
・年度によって、回答母数が大きく異なる可能性がある
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＜区民意識調査の代替案＞

課題

②対象者を特定のうえ、計画期間中は継続してモニタリング調査を実施する。
実施における懸念点

・サンプル数が大幅に減少する
・調査対象者が区外へ転出する可能性があった場合の対応



（２）国や東京都の目標値等に準じた指標

現在、計画掲載の指標候補として選定されている100指標（50施策）のうち、
国や都においても目標値等が設定されている指標は少数。

1-①-4 災害に強い都市の再現
「密集事業地区内の不燃領域率」

3-②-2 こころと体の健康づくりの推進
「区民の健康寿命」

6-① 脱炭素社会の実現
「区内温室効果ガス排出量」

➡指標において、国や東京都が目標値等を設定しているものを可能な限り取り
入れるべきか
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